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明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
野
田
秀
雄
一
明
治
四
十
四
年
執
行
さ
れ
た
宗
祖
法
然
上
人
の
七
百
年
大
遠
忌
は
、
江
戸
時
代
の
大
遠
忌
と
は
様
々
な
意
味
で
異
な
っ
て
い
る
。
さ
き
　
に
こ
の
大
遠
忌
に
つ
い
て
、
と
く
に
布
教
伝
道
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
『
知
恩
院
史
』
に
も
簡
潔
に
そ
の
当
時
の
有
様
　
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
嘉
(徽
)
号
請
願
が
、
宮
内
省
と
い
か
な
る
連
繋
を
と
り
な
が
ら
進
行
し
て
い
っ
た
か
を
、
と
く
に
最
近
発
見
さ
れ
た
知
恩
院
の
新
出
史
料
の
紹
介
(次
節
)
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
そ
の
経
緯
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
涙
ぐ
ま
し
い
愛
宗
護
法
の
精
神
を
仰
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
嘉
号
を
め
ぐ
る
論
文
と
し
て
は
、
前
回
の
六
百
五
十
年
大
遠
忌
に
関
し
て
、
宝
　
田
正
道
「慈
教
大
師
黴
号
勘
文
攷
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
新
史
料
は
「浄
土
宗
開
祖
円
光
大
師
七
百
年
忌
二
付
嘉
号
恩
賜
請
願
」
を
最
初
に
し
て
数
点
の
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
。
と
く
に
表
題
は
な
く
、
「総
本
山
知
恩
院
」
と
印
刷
さ
れ
た
青
色
罫
紙
に
書
か
れ
、
袋
綴
に
し
た
二
十
枚
(内
一
枚
は
白
紙
、
一
部
紫
色
の
罫
紙
を
使
用
〉
と
、
同
紙
を
利
用
し
た
華
頂
宮
家
人
宛
の
書
状
の
二
部
が
あ
り
、
末
尾
に
参
考
史
料
と
し
て
紹
介
す
る
の
が
こ
の
書
状
で
あ
る
。
そ
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
四
三
一
四
四
れ
ら
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
〔
一
〕
浄
土
宗
開
祖
円
光
大
師
七
百
年
忌
二
付
嘉
号
恩
賜
請
願
〔二
〕
書
状
写
〔三
〕
歴
朝
御
崇
信
ノ
事
歴
要
略
〔四
〕
円
光
大
師
遺
跡
二
対
ス
ル
皇
室
ノ
関
係
〔五
〕
勅
書
写
〔六
〕
御
巳
心訓
四勅
〔七
〕
諡
号
御
宣
下
次
第
〔八
〕
古
今
諡
号
宣
下
ノ
重
ナ
ル
類
例
　
こ
の
う
ち
〔
二
〕
を
除
く
す
べ
て
が
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
重
要
雑
録
』
に
あ
り
、
知
恩
院
の
控
と
全
く
同
筆
同
文
で
あ
る
。
こ
の
　
『
重
要
雑
録
』
に
は
、
馳本
件
に
関
す
る
他
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
集
約
し
て
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
ご
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
ご
月
二
十
七
日
塗
宗
総
本
山
知
恩
険
本
年
三
月
・
四
月
両
次
に
亘
り
て
開
祖
円
光
東
漸
慧
成
弘
覚
慈
教
大
師
繖
の
七
百
年
遠
忌
を
修
せ
ん
と
す
る
を
以
て
、
其
の
年
忌
加
号
の
先
蹤
を
斟
酌
し
て
明
照
大
師
の
号
を
加
諡
し
た
ま
ふ
二
〔
一
〕
浄
土
宗
開
祖
円
光
大
師
七
百
年
忌
二
付
嘉
号
恩
賜
請
願
謹
ミ
テ
宮
内
大
臣
閣
下
二
啓
ス
、
来
ル
明
治
四
十
四
年
我
宗
祖
勅
諡
円
光
大
師
七
百
年
御
忌
ノ
大
典
ヲ
修
行
ス
ル
ニ
際
シ
、
緬
カ
ニ
古
来
ノ
盛
儀
二
鑑
、三
ア
遺
漏
無
ヵ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
、
且
暮
苦
慮
措
ク
所
ヲ
知
ラ
ズ
、
窃
カ
ニ
大
師
ノ
芳
蹤
ヲ
繹
ネ
テ
、
歴
代
ノ
朝
恩
転
々
深
厚
ナ
ル
ヲ
仰
ギ
奉
リ
、
祖
道
ノ
益
々
恢
興
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
テ
、
報
本
ノ
至
情
禁
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
茲
二
微
衷
ヲ
披
キ
テ
、
敢
テ
閣
下
ノ
明
鑑
ヲ
煩
ハ
シ
、
虔
、三
ア
嘉
号
御
下
賜
ノ
執
奏
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
懇
請
ス
、
伏
シ
テ
惟
ミ
ル
ニ
、
今
上
陛
下
、
夙
二
祀
典
ヲ
崇
ミ
、
仁
慈
ヲ
重
ン
ジ
、
以
テ
億
兆
ヲ
率
ヰ
サ
セ
給
ヒ
、
忠
孝
節
義
苟
ク
モ
徳
ヲ
後
代
二
遺
ス
者
ハ
、
旌
賞
途
備
ハ
リ
テ
枯
骨
亦
感
泣
セ
ザ
ル
ハ
無
シ
、
宏
謨
ノ
淵
源
已
二
遠
シ
、
忠
臣
孝
子
ノ
輩
出
限
リ
ア
ル
可
ラ
ズ
、
洵
二
聖
恩
窮
リ
無
ク
、
率
土
均
シ
ク
浴
ス
、
古
聖
王
ノ
治
ト
雖
何
ヲ
以
テ
カ
之
二
加
ヘ
ソ
、
迂
衲
現
有
幸
二
聖
世
二
生
ル
、
齢
八
旬
二
及
ヒ
テ
事
二
堪
ヘ
ズ
ト
雖
、
敢
テ
残
躯
ヲ
捧
ゲ
テ
祖
廟
二
侍
シ
、
闔
宗
ヲ
統
ブ
ル
モ
ノ
他
無
シ
、
蓋
シ
沙
門
ノ
徒
其
ノ
祖
徳
ヲ
顕
彰
シ
テ
、
報
本
ノ
要
務
ヲ
後
嗣
二
伝
へ
、
以
テ
法
灯
ヲ
百
世
二
輝
カ
サ
ン
コ
ト
ヲ
勉
ム
ル
ハ
、
猶
ホ
国
家
祀
典
ヲ
尊
崇
シ
、
忠
孝
ヲ
推
奨
シ
テ
、
範
ヲ
後
昆
二
垂
レ
、
以
テ
治
教
ヲ
千
歳
二
隆
ニ
セ
ソ
コ
ト
ヲ
図
ル
ニ
異
ナ
ラ
ズ
、
乃
チ
居
常
孜
々
ト
シ
テ
宗
祖
ノ
遺
教
ヲ
発
揚
シ
、
門
衆
ヲ
提
誨
シ
テ
、
普
ク
修
心
徳
化
ヲ
計
リ
、
以
テ
報
効
ノ
大
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
皇
恩
ノ
万
一
二
酬
ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
、
唯
微
衷
ノ
至
ラ
ザ
ル
ハ
、
是
レ
不
敏
ノ
罪
瞿
然
ト
シ
テ
恐
レ
、
憮
然
ト
シ
テ
憾
ム
、
閣
下
其
レ
宏
諒
ヲ
給
へ
、
抑
々
我
宗
元
祖
勅
諡
円
光
大
師
ハ
、
夙
二
智
慧
第
一
ノ
称
ア
リ
、
志
徳
亦
一
世
三
咼
シ
、
本
邦
従
来
ノ
仏
教
ハ
理
義
極
メ
テ
深
シ
ト
雖
、
実
行
太
ダ
難
キ
ノ
憾
ア
リ
テ
、
救
済
ノ
本
義
漸
ク
疎
カ
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
慨
シ
、
一
意
研
尋
、
遂
二
本
邦
二
始
メ
テ
新
宗
ヲ
立
テ
、
簡
捷
普
済
ヲ
主
旨
ト
シ
テ
、
広
ク
利
導
ノ
方
途
ヲ
闡
発
シ
、
普
遍
ノ
信
仰
ヲ
皷
吹
シ
テ
、
行
化
四
辺
二
、
洽
ク
皇
室
ノ
崇
敬
甚
ダ
厚
ク
、
将
相
ヨ
リ
漁
樵
二
至
リ
、
上
下
ノ
帰
嚮
殆
ン
ト
匹
傳
ヲ
絶
テ
リ
、
大
師
韜
光
退
守
自
ラ
処
ル
ト
雖
、
遂
二
延
カ
レ
テ
三
朝
ノ
戒
師
ト
為
リ
、
或
ハ
法
問
講
経
二
屡
々
叡
慮
二
答
へ
奉
リ
、
恩
遇
浅
カ
ラ
ズ
、
優
渥
ノ
御
沙
汰
ヲ
蒙
リ
シ
コ
ト
尠
カ
ラ
ズ
、
其
ノ
歿
後
二
至
リ
テ
尚
ホ
殊
遇
絶
エ
ズ
、
特
二
勅
ヲ
奉
シ
テ
大
師
ノ
紀
伝
ヲ
修
ス
ル
ヤ
、
其
ノ
稿
成
ル
ニ
及
ヒ
テ
、
畏
ク
モ
伏
見
天
皇
後
伏
見
天
皇
及
後
二
条
天
皇
各
々
宸
翰
ヲ
染
メ
サ
セ
給
ヒ
、
尊
円
法
親
王
亦
タ
御
筆
ヲ
染
メ
給
ヘ
リ
、
大
永
四
年
大
師
ノ
年
忌
ヲ
修
ス
ル
ニ
当
リ
、
後
柏
原
天
皇
ハ
、
特
二
詔
勅
ヲ
下
シ
給
ヒ
テ
、
法
然
上
人
御
忌
ト
称
シ
給
ヒ
、
今
尚
ホ
此
ノ
称
ヲ
用
フ
ル
ノ
光
栄
二
浴
シ
、
井
二
前
後
歴
朝
屡
々
嘉
号
ヲ
勅
諡
シ
テ
、
其
ノ
遺
徳
ヲ
表
シ
給
ヒ
、
就
中
、
東
山
天
皇
元
禄
十
年
円
光
大
師
ノ
嘉
号
井
二
勅
使
御
差
遣
以
来
、
孝
明
天
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
"
四
五
一、
四
六
皇
万
延
二
年
大
師
六
百
五
十
年
忌
二
際
シ
、
慈
教
大
師
ノ
諡
号
御
加
賜
二
至
ル
迄
、
五
十
年
忌
毎
二
必
ス
勅
会
ヲ
行
ハ
セ
ラ
レ
、
大
師
号
宣
下
丼
二
勅
使
御
差
遣
ヲ
蒙
リ
シ
如
キ
ハ
、
他
ノ
諸
宗
派
ヲ
通
シ
テ
未
タ
其
ノ
比
ヲ
見
ザ
ル
特
別
ノ
恒
例
ナ
リ
ト
ス
、
若
シ
其
レ
大
師
ノ
遺
跡
ナ
ル
知
恩
院
ハ
、
三
タ
ビ
勅
額
ノ
御
下
賜
ヲ
蒙
リ
、
又
親
王
数
代
ノ
御
董
職
ト
シ
テ
門
跡
ノ
称
ヲ
存
セ
リ
、
其
他
歴
朝
御
崇
信
二
由
レ
ル
事
歴
、
亦
タ
少
シ
ト
セ
ザ
ル
モ
、
今
此
二
列
記
ス
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ
、
若
シ
亦
タ
他
宗
他
派
ノ
祖
師
ニ
シ
テ
、
古
来
黴
号
ヲ
賜
バ
リ
、
及
ビ
今
上
陛
下
ノ
勅
謚
ヲ
蒙
リ
シ
類
例
ハ
、
其
ノ
著
シ
キ
モ
ノ
ヲ
別
記
シ
テ
、
閣
下
参
考
ノ
料
二
資
ス
ベ
シ
、
惟
フ
ニ
仏
教
ノ
弘
布
甚
ダ
久
シ
ク
、
流
伝
ノ
国
土
亦
タ
広
ク
、
各
宗
派
ノ
高
僧
相
踵
デ
欝
起
シ
、
恩
遇
寵
眷
ヲ
忝
ウ
セ
シ
モ
ノ
尠
カ
ラ
ズ
、
然
レ
ド
モ
我
宗
祖
独
リ
如
上
ノ
殊
遇
ヲ
蒙
リ
、
特
別
ノ
恒
例
ヲ
保
有
ス
ル
ニ
至
レ
ル
ハ
、
洵
一二
宗
上
下
ノ
終
始
感
激
措
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
、
七
千
有
余
ノ
寺
院
、
井
二
海
外
異
境
二
在
リ
テ
伝
道
二
従
事
セ
ル
法
孫
、
百
万
ヲ
以
テ
数
フ
ル
信
男
信
女
、
相
倶
二
丹
心
ヲ
捧
ゲ
テ
祖
徳
ヲ
後
代
二
顕
揚
シ
、
遺
訓
ヲ
万
衆
二
宣
布
シ
テ
道
徳
ヲ
発
揮
シ
(
聊
力
政
教
風
化
二
裨
補
セ
ン
コ
ト
ヲ
努
メ
、
以
テ
皇
恩
ノ
万
一
二
酬
ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
所
ナ
リ
、
仰
ギ
願
ク
ハ
、
閣
下
現
有
等
ノ
至
情
ヲ
洞
察
セ
ラ
レ
、
歴
朝
殊
遇
ノ
特
例
ト
、
古
今
ノ
類
例
ト
ニ
照
シ
、
明
年
三
月
円
光
大
師
七
百
年
御
忌
ヲ
修
行
ス
ル
ニ
際
シ
、
至
仁
至
慈
ノ
優
恩
ヲ
垂
レ
給
ヒ
テ
、
嘉
号
ヲ
下
シ
賜
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
、
執
奏
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
、
茲
二
歴
朝
恩
遇
ノ
事
歴
ヲ
抄
録
シ
、
勅
書
写
井
二
他
ノ
類
例
等
ヲ
記
シ
、
謹
テ
添
附
ス
、
恐
惶
頓
首
明
治
四
十
三
年
月
日
京
都
市
下
京
区
林
下
町
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
門
跡
大
僧
正
山
下
現
有
(印
)
京
都
市
上
京
区
笹
屋
町
二
丁
目
浄
福
寺
住
職
知
恩
院
執
事
正
僧
正
吉
水
賢
融
(印
)
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
字
慈
恩
寺
浄
厳
院
住
職
　
宮
内
大
臣
子
爵
渡
辺
千
秋
殿
末
寺
総
代
権
僧
正
大
鹿
愍
成
(印
)
三
重
県
阿
山
郡
河
合
村
字
田
中
善
福
寺
住
職
同
権
僧
正
常
住
霊
穏
(
印
)
大
阪
市
南
区
逢
坂
上
之
町
一
心
寺
住
職
同
権
僧
正
前
田
聴
典
(
印
)
京
都
市
下
京
区
裏
寺
町
称
名
寺
住
職
同
権
僧
正
宇
都
宮
善
道
(
印
)
福
井
県
福
井
市
緑
町
運
正
寺
住
職
同
大
僧
都
土
川
善
澂
(
印
)
京
都
市
上
京
区
東
洞
院
通
御
池
上
ル
舟
屋
町
信
徒
総
代
内
貴
甚
三
郎
(印
)
同
市
下
京
区
三
条
通
富
小
路
西
入
同
杉
浦
三
郎
兵
衛
(印
)
同
市
下
京
区
五
条
通
新
町
東
入
同
遠
藤
九
右
衛
門
(印
)
同
市
下
京
区
大
宮
通
松
原
下
ル
　
同
井
上
治
良
兵
衛
(印
)
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
四
七
一
四
八
〔二
〕
(写
)
本
宗
開
祖
勅
諡
円
光
大
師
七
百
年
諱
、
明
治
四
十
四
年
三
月
七
日
正
当
二
就
キ
、
嘉
号
恩
賜
ノ
請
願
書
、
別
紙
之
通
リ
総
本
山
知
恩
院
ヨ
リ
捧
呈
シ
テ
執
奏
ヲ
請
ヒ
、
闔
宗
上
下
数
百
万
ノ
信
徒
ト
共
二
、
追
遠
報
本
ノ
法
儀
ヲ
厳
修
仕
度
候
条
、
本
宗
ノ
史
実
、
開
祖
ノ
道
功
等
御
添
簡
ノ
上
、
速
二
御
詮
議
ヲ
蒙
リ
候
様
、
御
執
成
相
成
度
、
此
ノ
段
特
二
添
申
仕
候
也
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
廿
八
日
浄
土
宗
管
長
大
僧
正
山
下
現
有
印
内
務
大
臣
法
学
博
士
男
爵
平
田
東
助
殿
〔三
〕
歴
朝
御
崇
信
ノ
事
歴
要
略
後
白
河
天
皇
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(
承
安
四
年
)
往
生
要
集
ヲ
宮
中
二
進
講
ス
(
承
安
四
年
)
如
法
経
先
達
ヲ
仰
付
ラ
ル
(文
治
四
年
)
御
臨
終
善
知
識
二
召
サ
ル
(建
久
三
年
)
高
倉
天
皇
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(
安
元
元
年
)
中
宮
上
西
門
院
二
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(治
承
三
年
)
安
徳
天
皇
東
大
寺
再
興
大
勧
進
上
人
ノ
御
沙
汰
下
ル
(養
和
元
年
)
後
鳥
羽
天
皇
勅
ヲ
奉
シ
東
大
寺
二
於
テ
経
ヲ
講
ス
(建
久
元
年
)
中
宮
宜
秋
門
院
二
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(建
久
二
年
)
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(建
久
六
年
)
皇
后
修
明
門
院
二
戒
ヲ
授
ケ
奉
ル
(建
久
八
年
)
四
条
天
皇
華
頂
尊
者
ノ
号
ヲ
賜
フ
(天
福
二
年
)
後
嵯
峨
天
皇
通
明
国
冖師
ノ
号
ヲ
一賜
フ
(寛
元
二
年
)
後
伏
見
天
皇
天
台
宗
功
徳
院
舜
昌
、
勅
ヲ
奉
シ
テ
法
然
上
人
行
状
画
図
壱
部
四
十
八
巻
ヲ
上
ル
(正
安
元
年
)
後
二
条
天
皇
伏
見
天
皇
後
伏
見
天
皇
法
然
上
人
ノ
行
状
ノ
詞
二
宸
筆
ヲ
染
メ
サ
セ
給
フ
(徳
治
二
年
)
伏
見
天
皇
ハ
第
四
十
ノ
巻
二
、
後
伏
見
天
皇
ハ
第
一
、
第
二
、
第
七
、
第
八
ノ
巻
二
、
後
二
条
天
皇
ハ
第
十
、
第
廿
二
、
第
廿
五
、
第
廿
六
ノ
巻
並
二
第
三
十
三
巻
ヨ
リ
第
三
十
九
巻
迄
及
第
四
十
二
巻
ノ
十
三
巻
二
宸
筆
ヲ
染
メ
サ
セ
給
フ
第
九
巻
ヨ
リ
第
十
三
巻
並
二
第
十
八
巻
及
第
三
十
巻
ハ
尊
円
法
親
王
御
筆
ヲ
染
メ
サ
セ
ラ
ル
(以
上
正
本
京
都
知
恩
院
二
蔵
ス
)
副
本
第
一
、
第
十
一
、
第
三
十
三
ノ
巻
ハ
伏
見
天
皇
以
上
及
第
八
、
第
二
十
ノ
巻
ヲ
除
ク
ノ
外
ノ
四
十
三
巻
ハ
後
伏
見
天
皇
宸
筆
・、
ヲ
染
メ
サ
セ
給
フ
(以
上
副
本
当
麻
往
生
院
二
蔵
ス
)
後
花
園
天
皇
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
四
九
】
五
〇
天
下
上
人
無
極
道
心
者
ノ
号
ヲ
賜
フ
(永
享
年
中
)
後
柏
原
天
皇
法
然
上
入
御
忌
ノ
詔
勅
ヲ
賜
フ
(
大
永
四
年
)
後
奈
良
天
皇
光
照
大
士
ノ
号
を
賜
フ
(
天
文
八
年
)
東
山
天
皇
勅
書
並
二
円
光
大
師
ノ
諡
号
を
賜
フ
(
元
禄
十
年
)
中
御
門
天
皇
勅
使
御
差
遣
、
勅
書
並
二
東
漸
大
師
ノ
諡
号
ヲ
加
賜
セ
ラ
ル
(宝
永
八
年
)
桃
園
天
皇
勅
使
御
差
遣
、
勅
書
並
二
慧
成
大
師
ノ
諡
号
ヲ
加
賜
セ
ラ
ル
(宝
暦
十
一
年
)
光
格
天
皇
勅
使
御
差
遣
勅
書
並
二
弘
覚
大
師
ノ
諡
号
ヲ
加
賜
セ
ラ
ル
(文
化
八
年
)
孝
明
天
皇
勅
使
ヲ
以
テ
勅
書
並
二
慈
教
大
師
ノ
諡
号
ヲ
加
賜
セ
ラ
ル
(万
延
二
年
)
〔
四
〕
円
光
大
師
遺
跡
二
対
ス
ル
皇
室
ノ
関
係
四
条
天
皇
文
暦
元
年
知
恩
院
仏
殿
二
大
谷
寺
、
廟
堂
二
知
恩
教
院
、
総
門
二
華
頂
山
テ
フ
勅
額
ヲ
賜
フ
後
水
尾
天
皇
元
和
五
年
後
陽
成
天
皇
第
八
皇
子
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
良
純
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
後
西
院
天
皇
明
暦
二
年
後
水
尾
天
皇
皇
子
良
賢
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
光
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
東
山
天
皇
宝
永
四
年
霊
元
天
皇
皇
子
岡
宮
良
邦
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
統
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
中
御
門
天
皇
享
保
十
二
年
霊
元
天
皇
皇
子
栄
貞
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
胤
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
桃
園
天
皇
宝
暦
四
年
桜
町
天
皇
皇
子
富
貴
宮
和
義
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
峰
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
光
格
天
皇
文
化
七
年
皇
子
種
宮
福
道
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
超
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
孝
明
天
皇
万
延
元
年
伏
見
宮
邦
家
親
王
第
十
二
皇
子
隆
宮
博
経
親
王
知
恩
院
門
主
ト
ナ
リ
尊
秀
法
親
王
ト
号
シ
給
フ
　
〔
五
〕
勅
書
写
光
照
大
士
勅
諡
青
蓮
院
宮
尊
鎮
法
親
王
御
筆
就
当
院
開
山
堂
額
儀
、
勅
諡
書
令
執
奏
之
処
、
可
為
光
照
大
士
由
被
仰
定
間
、
則
題
之
候
、
珍
重
候
、
内
々
可
被
相
触
門
徒
中
候
哉
、
猶
泰
憲
法
眼
可
申
候
也
、
八
月
廿
五
日
花
押
知
恩
院
方
丈
表
装
茶
金
襴
天
地
茶
絹
梅
ノ
縫
竪
一
尺
一
寸
横
一
尺
五
寸
円
光
大
師
黴
号
東
山
天
皇
勅
書
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
』
五
一
一
五
二
勅
王
法
与
仏
法
比
等
、
内
外
貴
典
章
、
朝
家
同
釈
家
定
律
、
都
鄙
仰
興
盛
浄
土
開
宗
源
空
上
人
、
先
究
聖
道
之
教
、
後
闢
浄
土
之
宗
暗
弥
陀
誓
願
於
胸
次
、
感
善
導
提
撕
於
定
中
、
覩
宝
樹
照
妙
境
内
証
益
明
、
歩
金
蓮
現
霊
光
、
密
因
忽
露
即
是
肉
身
如
来
、
何
疑
勢
至
権
跡
三
朝
帝
師
徳
重
于
当
時
四
海
良
導
行
応
于
末
代
、
皇
化
広
布
率
土
法
要
永
伝
普
天
特
諡
号
円
光
大
師
元
禄
十
年
正
月
十
八
日
青
地
金
襴
菊
紋
章
天
地
紺
地
金
襴
葵
紋
章
竪
一
尺
二
寸
横
一
尺
八
寸
二
重
箱
入
水
晶
軸
東
漸
大
師
徽
号
中
御
門
天
皇
勅
書
勅
円
光
大
師
、
勢
至
権
跡
、
慧
日
熈
々
、
高
輝
台
嶽
之
上
、
宗
風
穆
々
、
始
開
浄
土
之
源
、
念
仏
三
昧
深
示
群
聖
之
蘊
、
誓
書
一
紙
固
結
四
衆
之
心
、
非
師
之
泛
慈
航
、
誰
離
苦
海
、
毎
人
能
乗
宝
筏
、
自
済
迷
川
、
遺
教
遞
爾
既
歴
五
百
星
霜
、
功
徳
浩
然
爰
偏
六
十
州
郡
、
仍
重
寵
章
加
諡
東
漸
号
、
宝
永
八
年
正
月
十
八
日
表
装
青
地
金
襴
天
地
紺
地
金
襴
葵
紋
章
堅
一
尺
一
寸
横
一
尺
八
寸
二
重
箱
入
水
晶
軸
慧
成
大
師
黴
号
桃
園
天
皇
勅
書
勅
円
光
東
漸
大
師
、
心
解
純
真
行
操
高
邁
、
五
閲
大
蔵
、
数
感
衆
聖
、
講
華
厳
一
乗
則
青
蛇
蟠
案
上
、
修
法
華
三
昧
則
白
象
現
壇
前
、
円
頓
妙
戒
紹
正
統
、
浄
土
要
行
開
本
基
、
弁
才
之
所
諭
、
愚
者
言
下
領
納
、
道
徳
之
攸
蒙
、
明
師
社
中
輩
出
、
懋
哉
、
慈
悲
備
足
広
度
群
品
至
矣
、
智
慧
成
満
深
入
諸
法
、
今
茲
当
五
百
五
十
年
忌
辰
、
更
加
徽
号
、
謐
日
慧
成
大
師
、
宝
暦
十
一
年
正
月
十
八
日
表
装
白
茶
地
金
襴
天
地
紺
地
金
襴
堅
一
尺
一
寸
五
分
横
一
尺
八
寸
弘
覚
大
師
勅
諡
光
格
天
皇
勅
書
勅
朕
聞
道
不
自
弘
、
弘
必
由
人
、
物
不
自
覚
、
覚
必
待
師
、
緬
惟
故
吉
水
源
空
和
尚
、
少
在
叡
峰
、
博
学
之
名
夙
彰
、
老
居
吉
水
、
専
行
之
徳
弥
高
、
戒
珠
明
朗
、
随
和
譲
其
光
、
慧
刃
鋭
利
、
干
鎮
愧
其
鈍
、
分
難
易
於
聖
浄
、
棟
優
劣
於
正
雑
、
体
二
尊
之
大
悲
、
揚
三
師
之
徽
猷
、
於
是
若
善
若
悪
、
揖
苦
域
而
長
別
、
無
賢
無
愚
、
望
楽
邦
以
高
馳
、
貴
賤
帰
嚮
、
化
風
扇
於
一
時
、
緇
素
信
服
、
慈
沢
流
於
百
世
、
鳴
呼
如
和
尚
、
其
弘
道
之
哲
人
覚
物
之
良
師
乎
、
三
朝
先
皇
、
既
賜
佳
号
以
旌
盛
徳
、
茲
丁
六
百
周
之
忌
辰
、
朕
亦
更
加
以
弘
覚
大
師
之
諡
、
文
化
八
年
正
月
十
八
日
表
装
紫
地
金
襴
天
地
紺
地
金
襴
葵
紋
章
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
五
三
一
五
四
慈
教
大
師
徽
号
孝
明
天
皇
勅
書
勅
皇
家
御
四
海
先
窮
民
所
以
施
仁
政
也
、
釈
氏
度
衆
生
急
昧
者
所
以
解
倒
懸
也
、
浄
土
元
祖
円
光
東
漸
慧
成
弘
覚
大
師
、
徳
重
当
時
、
識
高
前
古
、
占
地
則
獲
吉
水
勝
槧
、
興
宗
乃
継
終
南
真
風
'
直
入
玄
門
、
遖
脱
大
小
権
実
之
域
、
横
超
秘
術
、
永
絶
焉
矣
乎
哉
之
詮
、
浩
渺
苦
海
慈
航
、
熈
恰
楽
邦
良
導
、
凡
聖
倶
済
蕩
蕩
乎
、
民
無
能
名
焉
、
病
薬
相
投
、
欣
欣
然
挙
有
喜
色
焉
、
可
謂
、
垂
応
化
之
手
、
資
至
治
之
休
矣
、
今
年
丁
于
六
百
五
十
周
忌
辰
、
仍
累
加
崇
典
、
益
旌
芳
躅
、
宜
諡
日
慈
教
大
師
、
万
延
二
年
正
月
十
八
日
表
装
茶
地
金
襴
天
地
紫
地
金
襴
竪
一
尺
一
寸
三
分
横
一
尺
六
守
二
分
〔六
〕
御
己心詔
勅
大
永
勅
書
詔
知
恩
院
住
持
超
挙
上
人
朕
聞
捐
流
派
者
緬
尋
其
源
、
愛
枝
葉
者
力
培
其
根
、
蓋
知
恩
教
院
者
、
浄
宗
創
業
道
場
、
祖
師
入
寂
霊
跡
、
遺
教
布
於
海
内
、
属
刹
偏
于
国
中
苟
為
其
末
流
者
、
寧
可
忘
本
源
乎
、
自
今
而
後
、
遇
孟
春
月
、
宜
令
集
会
京
畿
門
葉
、
一
七
昼
夜
修
法
然
上
人
御
忌
也
、
追
遠
之
誼
想
応
若
此
、
故
茲
詔
示
宜
知
悉
矣
、
大
永
四
年
正
月
十
八
日
内
箱
柾
桐
銀
金
具
紫
紐
横
一
尺
二
寸
七
分
巾
四
寸
唐
櫃
桑
金
金
具
高
一
尺
八
分
横
一
尺
四
寸
巾
一
尺
五
分
大
和
錦
ノ
覆
外
箱
黒
塗
カ
ブ
セ
蓋
台
机
桑
三
尺
一
寸
巾
一
尺
四
寸
高
一
尺
一
寸
萠
黄
糸
総
二
箇
付
甲
板
八
枚
四
脚
黒
金
具
〔七
〕
諡
号
御
宣
下
次
第
元
禄
以
後
五
回
ノ
諡
号
御
宣
下
、
勅
使
御
差
遣
ノ
次
第
ハ
、
各
五
十
回
忌
正
当
二
先
チ
、
願
意
執
奏
ヲ
請
ヒ
奉
レ
ハ
、
予
メ
御
裁
可
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
・
ト
共
二
、
希
望
ノ
称
号
ア
ラ
バ
申
出
ヘ
シ
ト
ノ
御
沙
汰
ア
リ
、
元
禄
度
ハ
三
様
、
其
他
ハ
両
様
ノ
称
号
ヲ
差
出
シ
、
其
中
ニ
テ
御
選
定
、
御
宣
下
相
成
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
而
シ
テ
右
ハ
、
御
忌
会
修
行
七
日
間
中
ノ
希
望
ノ
目
ヲ
予
メ
申
請
ス
レ
ハ
、
当
日
勅
使
御
差
遣
、
宗
祖
源
空
影
前
ニ
テ
勅
書
ヲ
宣
揚
セ
ラ
ル
・
コ
ト
、
先
例
ト
ナ
リ
居
レ
リ
〔八
〕
古
今
諡
号
宣
下
ノ
重
ナ
ル
類
例
往
古
歴
代
宣
下
ノ
例
宣
下
年
度
大
師
号
僧
名
宗
派
清
和
天
皇
貞
観
八
年
同同醍
醐
天
皇
延
長
五
年
後
光
明
天
皇
慶
安
元
年
醍
醐
天
皇
延
喜
廿
一
年
伝
教
大
師
最
澄
慈
覚
大
師
円
仁
智
証
大
師
円
珍
慈
眼
大
師
一
天
海
弘
法
大
師
空
海
天
台
宗
同同同真
言
宗
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
五
五
花
園
天
皇
延
慶
元
年
本
覚
大
師
益
竺
同
棘
釦
厭
箜
理
源
大
師
鍛
轡
峺
箜
道
興
大
師
蘇
榊
萩
竺
興
教
大
師
後
桃
園
天
皇
安
永
二
年
聖
応
大
師
聖
宝
、
同
実
墨
同
覚
鑁
一
同
良
忍
一
黯
念
仏
宗
醂
、槻
二
杯
竺
宏
覚
大
師
葱
安
一
臨
済
宗
今
上
天
皇
御
宣
下
大
師
号
例
明
治
+
六
年
葱
摂
大
師
同
十
五
年
同
十
六
年
同同
十
二
年
慧
灯
大
師
月
輪
大
師
無
相
大
師
承
陽
大
師
同
罕
二
年
一
常
済
大
師
同
十
九
年
同
円
照
大
師
九
年
一
見
真
大
師
真
盛
兼
寿
俊
祷
慧
玄
道
元
天
台
宗
真
宗
真
言
宗
臨
済
宗
曹
洞
宗
紹
墜
同
智
宜
二
時
親
宗
堂
真
宗　
右
ノ
外
、
国
師
号
禅
師
号
等
ノ
勅
諡
井
二
加
諡
尠
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
之
ヲ
略
ス
、
一
五
六
三
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、
山
下
現
有
は
、
宮
内
大
臣
渡
辺
千
秋
へ
の
嘉
号
請
願
に
関
す
る
一
件
書
類
(
〔
一
〕
〔三
〕
〔
四
〕
〔
五
〕
〔
六
〕
〔七
〕
〔八
〕)
を
、
内
務
大
臣
平
田
東
助
に
執
成
を
依
頼
す
る
書
状
(
〔
二
〕
)
と
と
も
に
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
類
は
一
ケ
月
後
に
平
田
か
ら
渡
辺
の
所
に
届
け
ら
れ
た
。
浄
土
宗
知
恩
院
門
跡
山
下
現
有
等
ヨ
リ
、
来
ル
明
治
四
十
四
年
浄
土
宗
開
祖
円
光
東
漸
慧
成
弘
覚
慈
教
大
師
七
百
年
正
忌
法
会
ヲ
修
行
ス
ル
ニ
当
リ
、
年
期
加
号
恩
賜
ノ
栄
典
ヲ
拝
受
致
度
段
、
請
願
執
成
方
、
特
二
本
大
臣
へ
出
願
二
付
、
請
願
書
類
及
御
回
送
候
条
、
可
然
御
詮
儀
相
成
候
様
致
度
、
此
段
申
進
候
也
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
廿
七
目
内
務
大
臣
法
学
博
士
男
爵
平
田
東
助
(印
)
宮
内
大
臣
子
爵
渡
辺
千
秋
殿
(
『重
要
雑
録
』
内
務
省
宗
第
一
六
三
五
号
)
し
か
し
そ
れ
か
ら
一
ケ
月
以
上
も
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
現
有
の
書
状
に
よ
っ
て
わ
か
る
の
で
あ
る
。
粛
啓
、
閣
下
倍
御
健
勝
被
遊
御
座
候
間
、
為
邦
之
大
幸
不
過
之
、
奉
恭
賀
候
、
陳
者
、
昨
年
来
閣
下
之
御
仁
慈
ヲ
以
願
上
居
候
我
宗
祖
円
光
大
師
七
百
年
二
就
キ
、
嘉
号
恩
賜
之
義
、
其
後
如
何
相
成
候
哉
、
右
法
要
者
三
月
一
日
ヨ
リ
執
行
致
候
事
ト
テ
、
時
日
誠
二
目
睫
之
間
二
迫
リ
、
老
納
ハ
不
申
及
、
宗
内
数
百
万
ノ
道
俗
日
夜
二
鶴
首
相
待
申
居
候
、
本
願
書
列
挙
致
置
候
通
、
我
宗
開
祖
ハ
、
歴
代
皇
室
ノ
御
寵
眷
ヲ
辱
フ
セ
シ
ヲ
始
メ
、
毎
五
十
年
忌
ニ
ハ
必
ラ
ス
嘉
号
追
諡
ノ
恩
典
ヨ
リ
勅
会
法
要
二
至
ル
マ
テ
、
無
上
ノ
光
栄
ヲ
荷
ヒ
シ
ヲ
以
テ
、
今
回
モ
亦
其
恩
沢
二
浴
シ
テ
、
一
層
忠
勤
ヲ
励
マ
ソ
事
ヲ
企
図
致
居
候
、
然
ル
ニ
不
幸
ニ
シ
テ
此
御
恩
典
無
御
座
候
ハ
・
、
一
宗
道
俗
ノ
落
胆
ハ
、
実
二
悲
愴
惨
怛
之
域
二
達
ス
ル
ナ
ラ
ソ
ト
、
窃
二
痛
神
致
居
候
、
由
来
我
国
ノ
仏
教
ハ
、
皇
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
扁
五
七
一
五
八
室
ノ
御
保
護
ノ
下
二
発
達
シ
、
臣
民
ト
頗
ル
密
接
ノ
関
係
ア
リ
テ
、
之
レ
カ
タ
メ
挙
国
一
致
ノ
精
神
ヲ
涵
養
致
シ
来
リ
タ
ル
事
ナ
レ
ハ
、
今
回
ノ
年
忌
二
際
シ
テ
、
更
二
此
関
係
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
一
宗
道
俗
ノ
意
嚮
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
忠
君
愛
国
ノ
精
神
ヲ
鼓
吹
ス
ル
ハ
、
是
レ
聊
力
老
衲
力
国
家
二
対
ス
ル
義
務
ナ
ラ
ソ
ト
、
恐
察
仕
居
候
、
万
一
ニ
モ
皇
室
ト
臣
民
ト
ヲ
疎
隔
ス
ル
ノ
心
念
ヲ
、
一
毫
ニ
テ
モ
懐
カ
シ
メ
候
テ
.ハ
、
一
宗
数
百
万
ノ
道
俗
ヲ
率
フ
ル
老
衲
ト
シ
テ
、
国
家
二
対
シ
、
将
タ
宗
祖
二
対
シ
、
寔
二
不
相
済
儀
ト
存
シ
、
日
夜
焦
心
致
居
候
、
唯
閣
下
ノ
明
鑒
事
情
御
推
察
被
成
下
、
何
卒
出
格
ノ
御
恩
典
二
浴
セ
ソ
事
ヲ
御
執
奏
被
成
下
度
、
此
段
不
遜
ヲ
顧
ミ
ス
、
敢
テ
奉
懇
願
候
、
恐
惶
謹
言
明
治
四
十
四
年
二
月
十
七
日
知
恩
院
門
跡
山
下
現
有
宮
内
大
臣
子
爵
渡
辺
千
秋
殿
(『
重
要
雑
録
』)
い
か
な
る
理
由
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
は
た
し
て
意
図
的
に
ひ
き
の
ば
し
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
文
面
を
み
る
と
、
法
要
を
間
近
に
し
て
、
一
宗
を
代
表
す
る
現
有
が
い
さ
さ
か
焦
燥
感
に
煽
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
実
に
正
鵠
を
得
て
い
る
。
す
な
わ
ち
近
代
天
皇
制
の
充
実
を
め
ざ
し
て
や
ま
な
い
明
治
政
府
に
対
し
て
、
天
皇
と
国
民
の
本
来
の
あ
り
方
を
容
認
す
る
が
故
に
、
多
く
の
浄
土
宗
信
徒
を
し
て
側
面
か
ら
忠
勤
を
も
っ
て
の
ぞ
ま
し
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
先
例
に
な
ら
っ
て
ほ
し
い
と
言
葉
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
号
を
拝
受
す
る
こ
と
自
体
が
、
一
人
の
国
民
と
し
て
、
ま
た
一
宗
の
管
長
と
し
て
の
自
分
の
唯
一
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
何
の
音
沙
汰
も
な
く
、
詮
議
中
と
い
う
噂
あ
る
の
み
で
、
現
有
は
引
続
き
次
の
よ
う
な
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
拝
啓
、
昨
日
予
而
上
願
仕
置
候
宗
祖
円
光
大
師
加
号
之
義
、
御
詮
議
中
ト
相
承
仕
候
、
愈
々
御
許
可
被
仰
出
候
節
者
、
前
例
二
随
ヒ
、
別
紙
御
参
考
之
為
二
差
上
候
間
、
宜
敷
御
詮
議
相
成
度
、
尚
又
御
宣
下
之
義
ハ
、
法
会
開
白
之
前
日
二
被
仰
出
候
前
例
二
有
之
候
間
、
可
相
成
ハ
本
月
十
八
日
二
拝
受
仕
候
様
、
御
執
成
之
程
、
併
而
奉
願
上
候
、
恐
惶
再
拝
、
(
四
)
明
治
四
十
二
年
二
月
廿
五
日
浄
土
宗
管
長
大
僧
正
山
下
現
有
宮
内
大
臣
子
爵
渡
辺
千
秋
殿
(『重
要
雑
録
』)
し
た
が
っ
て
こ
の
書
状
で
は
、
あ
る
程
度
見
込
あ
り
と
み
て
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
さ
ら
に
次
の
具
体
的
な
対
応
に
ふ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文
中
「前
例
二
随
ヒ
、
別
紙
御
参
考
之
為
二
差
上
候
間
」
と
あ
る
の
は
、
最
終
的
に
浄
土
宗
か
ら
希
望
す
る
二
　
つ
の
嘉
号
を
申
請
し
、
そ
の
一
つ
を
え
ら
び
と
る
と
い
う
方
法
を
さ
す
の
で
あ
り
、
『
重
要
雑
録
』
に
は
「明
照
」
「明
信
」
と
記
し
た
折
紙
が
あ
る
。
ま
た
さ
さ
や
か
な
督
促
を
か
ね
て
「御
宣
下
之
義
ハ
、
法
会
開
白
之
前
日
二
被
仰
出
候
前
例
二
有
之
候
間
」
と
し
て
二
十
八
日
と
い
う
期
日
ま
で
指
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
許
容
範
囲
を
暗
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
二
十
五
日
付
の
こ
の
書
状
が
、
渡
辺
千
秋
の
手
元
に
届
け
ら
れ
る
前
に
、
す
で
に
宮
内
省
で
は
着
手
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
月
二
十
五
日
付
を
も
っ
　
て
大
臣
は
裁
可
を
仰
ぎ
、
即
日
許
可
さ
れ
、
そ
の
「按
」
を
作
成
し
て
い
る
。
按
円
光
東
漸
慧
成
弘
覚
慈
教
大
師
加
諡
明
照
大
師
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
五
九
一
六
〇
圏
圓
光
東
漸
慧
成
弘
覺
慈
教
大
師
、
加
謚
明
照
大
師
天
皇
御
璽
明
治
四
十
四
年
8
二
月
二
十
七
日
宮
内
大
臣
從
二
位
勳
一
等
子
爵
渡
邊
千
秋
奉
淨
土
宗
知
恩
院
今
般
特
旨
タ
以
テ
其
宗
開
祗
圓
光
東
漸
慧
成
弘
覺
慈
教
大
師
へ
加
謚
宣
下
候
事
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
七
日
宮
内
省
　
明
治
四
十
四
年
二
月
廿
七
日
宮
内
大
臣
爵
姓
名
奉
(『
重
要
雑
録
』
)
こ
れ
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
文
面
(
前
頁
)
で
あ
る
。
現
有
が
書
状
を
出
し
た
二
十
五
日
、
参
内
の
公
文
　
書
が
発
せ
ら
れ
、
二
十
六
日
午
後
東
上
し
た
。
翌
二
十
七
日
予
定
を
は
る
か
に
越
え
て
午
前
八
時
五
十
七
分
新
橋
に
到
着
し
、
十
時
参
内
の
予
定
も
遅
れ
た
が
、
つ
い
に
悲
願
の
嘉
号
拝
受
と
な
っ
た
。
　
午
前
十
一
時
十
分
皇
居
を
退
出
し
て
増
上
寺
で
奉
告
式
を
行
い
、
渡
辺
邸
を
訪
問
し
て
そ
の
日
の
夜
行
列
車
で
西
下
し
て
い
る
。
当
時
　
の
八
十
歳
前
後
の
老
僧
に
し
て
は
、
か
な
り
厳
し
い
行
程
で
あ
っ
た
。
拝
受
し
て
の
ち
た
だ
ち
に
「訓
示
」
を
発
し
、
翌
二
十
八
日
帰
洛
し
て
大
師
前
に
次
の
よ
う
に
奉
告
し
て
い
る
。
奉
告
謹
で
宗
祖
円
光
東
漸
慧
成
弘
覚
慈
教
大
師
の
廟
前
に
跪
き
恭
し
く
奉
告
す
、
大
師
化
を
施
す
こ
と
良
に
遠
く
、
徳
を
植
う
る
こ
と
良
に
深
し
、
是
を
以
て
法
流
四
海
に
瀰
漫
し
、
門
葉
八
紜
に
垂
布
し
、
古
今
其
沢
に
霑
ひ
、
中
外
其
慶
に
頼
る
、
歴
朝
の
天
子
頻
に
叡
崇
を
加
へ
、
宇
内
の
黎
庶
斉
し
く
盛
徳
を
仰
ぐ
、
茲
に
七
百
年
御
忌
を
奉
修
す
る
に
丁
り
、
今
上
天
皇
陛
下
大
師
の
続
行
を
聞
召
し
、
忝
な
く
聖
旨
を
下
し
て
累
ね
て
明
照
大
師
の
黴
号
を
賜
ふ
、
遺
法
の
弟
子
現
有
恭
し
く
勅
書
を
奉
じ
、
之
を
大
師
の
宝
前
に
捧
ぐ
、
仰
ぎ
冀
く
は
本
地
の
慧
光
を
輝
し
て
弟
子
の
至
誠
を
照
鑑
し
、
摂
化
の
宝
手
を
垂
れ
て
嘉
例
の
崇
典
を
享
け
給
は
ん
こ
と
を
、
敬
て
白
す
、
明
治
四
十
四
年
二
月
廿
八
日
　
浄
土
宗
管
長
大
僧
正
山
下
現
有
≧
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
六
一
】
六
二
四
　
む
明
照
大
師
の
嘉
号
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
の
も
と
に
下
賜
さ
れ
た
。
辻
善
之
助
は
「但
明
照
大
師
の
は
、
諡
の
上
に
、
加
の
字
を
添
ら
む
む
れ
、
加
諡
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
又
太
政
官
が
、
内
閣
と
な
っ
た
以
後
の
分
は
、
太
政
大
臣
が
、
宮
内
大
臣
と
記
さ
れ
た
る
の
み
、
総
体
に
於
て
は
、
み
な
同
一
の
文
法
で
あ
る
か
ら
、
臣
下
へ
の
贈
位
の
宣
文
と
、
同
一
の
文
体
で
あ
る
」
と
そ
の
書
式
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
さ
ら
に
「歴
代
仏
教
、
御
崇
信
の
天
皇
の
正
統
た
る
、
明
治
天
皇
が
、
孝
明
天
皇
以
前
の
先
蹤
を
履
ま
せ
ら
れ
ず
に
、
大
師
、
国
師
号
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
贈
諡
の
宣
旨
を
、
臣
下
に
贈
位
せ
ら
る
Σ
の
と
、
同
一
の
形
式
を
用
ひ
ら
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
思
食
で
あ
っ
た
か
、
我
等
の
伺
ひ
知
る
所
で
な
い
が
h
惟
ふ
に
、
維
新
以
来
、
皇
室
と
仏
教
と
の
関
係
は
、
全
く
断
絶
せ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
古
昔
の
如
く
、
信
仏
の
叡
慮
恩
な
く
、
大
師
、
国
師
号
を
、
だ
父
一
種
の
称
号
と
し
て
、
諡
せ
ら
れ
た
様
に
、
伺
は
る
玉
の
で
あ
る
。
特
に
先
帝
、,
」
代
中
に
、
大
多
数
の
諡
号
の
あ
っ
た
の
は
、
有
史
以
来
の
異
数
で
あ
る
、
こ
れ
国
師
、
大
師
号
を
、
単
に
軽
く
、
称
号
と
せ
ら
れ
た
故
に
あ
ら
ざ
る
か
、
(中
略
)
故
に
諡
号
と
、
御
信
仏
と
は
、
全
く
各
別
の
も
の
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
る
L
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
」
r
♂
一
ま
た
「明
照
」
の
文
字
の
由
来
に
つ
い
て
『
浄
土
教
報
』
に
は
「明
字
は
実
に
昭
代
年
号
の
記
念
と
も
窺
ふ
べ
き
も
の
に
七
て
、
且
つ
宮
内
大
臣
の
申
達
も
あ
り
、
必
ら
ず
む
む
メ
イ
セ
ウ
む
む
む
む
む
む
む
む
　
む
之
を
明
照
と
拝
読
し
奉
る
べ
き
こ
と
　
を
伝
へ
ら
れ
、
之
が
典
拠
と
し
て
は
、
観
経
の
光
明
偏
照
の
全
文
及
礼
讃
の
相
好
光
明
照
十
方
の
両
文
を
提
示
す
」
と
報
じ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
こ
の
請
願
に
関
す
る
一
件
書
類
は
、
現
有
が
丹
精
こ
め
て
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
宮
内
庁
に
現
存
す
る
正
本
と
知
恩
院
に
あ
る
副
本
を
手
に
し
て
拝
読
し
た
と
き
、
当
時
の
大
僧
正
の
嘉
号
請
願
へ
の
計
り
知
れ
な
い
真
摯
な
態
度
が
思
い
浮
か
ば
れ
る
の
で
あ
る
つ
一
宗
を
率
い
る
最
長
老
と
し
て
の
大
な
る
責
任
感
を
し
て
そ
う
な
さ
し
め
た
と
い
う
、
単
純
な
動
機
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
、
本
人
自
身
の
か
ぎ
り
な
い
宗
祖
へ
の
思
慕
と
愛
宗
護
法
の
精
神
が
、
老
躯
を
お
し
て
筆
を
走
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
請
願
一
件
書
類
を
み
て
、
大
遠
忌
の
徽
号
の
由
来
や
皇
室
と
宗
祖
ま
た
は
浄
土
宗
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
従
来
の
先
例
を
み
れ
ば
等
閑
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
〔
一
〕
に
み
る
「門
衆
ヲ
提
誨
シ
テ
、
普
ク
修
心
徳
化
ヲ
計
リ
、
以
テ
報
効
ノ
大
義
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
皇
恩
ノ
万
一
二
酬
ヒ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
」
は
、
明
治
後
半
期
に
よ
く
み
ら
れ
る
内
容
で
『
教
育
勅
語
』
の
大
綱
と
一
致
す
る
。
ま
た
「
七
千
有
余
ノ
寺
院
、
拜
二
海
外
異
境
二
在
リ
テ
伝
道
二
従
事
セ
ル
法
孫
、
百
万
ヲ
以
テ
数
フ
ル
信
男
信
女
云
云
」
は
、
　
か
の
日
清
日
露
両
戦
争
に
際
し
、
従
軍
慰
問
使
が
活
躍
し
た
布
教
の
実
績
を
ふ
ま
え
て
の
表
現
で
あ
る
。
危
惧
さ
れ
た
嘉
号
も
無
事
拝
受
し
て
盛
大
裏
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
七
百
年
大
遠
忌
法
要
は
、
ま
さ
に
明
治
に
お
け
る
浄
土
宗
の
動
向
す
べ
て
が
集
大
成
さ
れ
た
も
の
乏
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
辻
善
之
助
の
指
摘
す
る
一
文
は
、
今
日
我
々
を
し
て
襟
を
正
さ
し
め
る
内
容
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
見
解
も
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
よ
く
熟
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
明
治
天
皇
は
、
画
図
面
に
、
僧
の
在
る
す
ら
、
之
を
好
ま
せ
ら
れ
ず
に
、
其
幅
を
下
戻
せ
と
、
仰
ら
れ
た
に
就
て
も
、
其
御
信
仰
の
、如
何
は
、
克
く
伺
は
る
玉
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
先
帝
の
叡
慮
と
仏
教
と
は
、
極
め
て
距
離
の
あ
っ
た
も
の
と
、
伺
ふ
の
が
至
当
の
、
見
解
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
仏
教
者
中
に
、
彼
の
諡
号
、
、勅
額
等
を
援
引
し
、
剰
へ
種
々
の
妄
説
を
附
会
し
、
以
て
先
帝
の
、
御
信
仏
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
を
い
ふ
の
は
、
却
て
先
帝
の
叡
旨
に
戻
る
の
で
あ
る
。
(中
略
)
兎
も
角
、
皇
威
を
借
て
、
教
法
を
弘
め
ん
と
す
る
、
旧
式
思
想
は
、
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ド
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
、
宗
教
界
よ
り
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
宗
教
は
人
の
信
否
に
依
ら
ず
、
た
と
へ
人
は
信
ぜ
ず
と
も
、
独
り
自
己
の
、
是
と
す
る
所
に
依
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
て
、
堅
き
信
念
を
養
ひ
、
堅
実
な
る
不
動
的
に
、
熱
烈
な
る
自
信
を
披
櫪
し
、
以
て
他
を
も
感
化
せ
し
む
る
の
が
、
宗
教
家
の
本
務
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
で
あ
る
事
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
註C　7
拙
稿
「記
念
伝
道
実
施
方
法
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
(『駢
議
疇
紕
仏
教
文
化
論
攷
』
所
収
)
。
②
同
書
二
六
二
」
五
頁
、
六
四
一
ー
三
頁
。
一
六
一二
③
『
浄
土
学
』
二
六
所
収
。
④
大
臣
宣
房
総
務
課
「
自
明
治
四
十
三
年
至
明
治
四
十
四
年
」
の
部
、
表
記
に
「
嘉
号
恩
賜
請
願
、
浄
土
宗
知
恩
院
門
跡
大
僧
正
山
下
現
有
外
九
名
」
と
あ
る
。
⑤
五
六
〇
頁
。
⑥
『
重
要
雑
録
』
に
は
「
井
上
治
良
兵
衛
」
の
氏
名
捺
印
は
な
い
、
ま
た
月
日
は
「
十
一
月
二
十
八
日
」
と
あ
る
。
⑦
天
保
十
四
年
生
、
信
濃
出
身
、
明
治
二
十
五
年
内
務
次
官
、
二
十
七
年
貴
族
院
議
員
、
同
年
十
一
月
中
井
知
事
の
急
死
に
よ
り
京
都
府
知
事
と
な
る
、
三
十
三
年
伊
藤
内
閣
の
宮
内
大
臣
と
な
り
、
の
ち
華
族
に
列
せ
ら
れ
伯
爵
と
な
る
、
正
三
等
勲
一
等
、
大
正
十
年
七
十
七
歳
死
去
。
⑧
『
知
恩
院
史
』
の
文
字
と
若
干
異
る
所
も
あ
る
が
、
現
有
自
筆
の
原
本
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
。
⑨
辻
善
之
助
著
『雛
櫞
仏
教
遭
難
史
論
』
(
大
正
十
四
年
、
国
光
社
出
版
部
刊
)
二
五
八
-
九
頁
に
は
、
明
治
時
代
の
諡
号
十
一
(
大
師
号
九
、
国
師
号
二
)
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
こ
の
表
以
外
に
次
の
三
つ
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
二
年
円
鑑
大
師
妙
心
寺
第
二
祖
援
翁
和
尚
(
万
里
小
路
藤
房
)
明
治
十
七
年
正
宗
国
師
臨
済
中
祖
白
隠
禅
師
明
治
四
十
四
年
明
照
大
師
浄
土
宗
祖
法
然
上
人
。
⑩
宝
田
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ
ぽ
、
「
慈
教
」
「
法
隆
」
の
徽
号
勘
文
案
と
勅
書
文
案
各
一
通
を
用
意
し
た
よ
う
で
あ
る
。
⑪
『
重
要
雑
録
』
一
六
四
⑬
こ
の
年
月
日
「
四
十
四
、
二
、
廿
七
」
は
、
後
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑭
『浄
土
教
報
』
第
九
百
四
十
五
号
。
⑫
⑮
⑯
⑰
⑲
『浄
土
教
報
』
号
外
「
加
諡
宣
下
特
別
記
念
号
」
、
「
訓
示
」
は
『
知
恩
院
史
』
六
四
二
頁
に
も
あ
る
。
⑱
以
下
辻
氏
前
掲
書
二
五
九
頁
、
二
六
〇
頁
、
二
六
四
頁
、
二
六
五
頁
、
二
七
九
頁
、
二
八
〇
頁
、
参
考
ま
で
に
次
の
史
料
を
紹
介
し
て
お
v
°
釈
親
鸞
謚
見
真
大
師
太
政
大
臣
従
一
位
三
条
実
美
奉
明
治
天
皇
九
年
十
一
月
御
璽
二
十
八
日
⑳
拙
稿
「近
代
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
の
研
究
i
日
清
戦
争
従
軍
慰
問
使
覚
書
」
(『
日
本
私
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
十
七
号
所
収
)
参
　
　
〔参
考
史
料
〕
円
光
大
師
七
百
年
忌
執
行
二
付
殿
下
御
台
臨
請
願
本
年
三
月
一
日
ヨ
リ
七
日
マ
テ
、
四
月
十
九
日
ヨ
リ
ニ
十
五
日
マ
テ
ノ
期
間
二
於
テ
、
宗
祖
円
光
大
師
七
百
年
忌
ヲ
執
行
致
候
二
就
テ
ハ
、
宮
殿
下
ノ
御
台
臨
ヲ
仰
キ
奉
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
、
茲
二
閣
下
ノ
言
上
ヲ
請
願
ス
、
惟
フ
ニ
、
殿
下
報
本
反
始
ノ
御
賢
慮
海
ヨ
リ
モ
深
ク
、
知
恩
報
恩
ノ
御
芳
志
山
ヨ
リ
高
シ
、
是
ヲ
以
テ
忠
夫
孝
子
ノ
遺
徳
ヲ
旌
表
シ
、
賢
人
聖
者
ノ
芳
躅
ヲ
追
慕
シ
給
フ
コ
ト
多
ク
、
慈
恩
千
古
ノ
枯
骨
二
及
フ
、
感
泣
曷
ソ
堪
ヘ
ン
、
抑
々
当
山
知
恩
院
ハ
、
殿
下
ト
御
因
縁
殊
二
厚
ク
、
曩
日
博
経
親
王
ハ
、
万
延
元
年
当
山
浄
厳
二
就
テ
入
室
得
度
遊
ハ
サ
レ
、
尊
秀
法
親
王
ト
称
シ
給
ヒ
、
翌
年
宗
祖
円
光
大
師
六
百
五
十
回
忌
勅
会
ノ
御
導
師
ヲ
勤
メ
サ
セ
ラ
レ
、
御
信
仰
最
モ
深
ク
、
明
治
元
年
御
復
飾
ア
リ
ト
雖
モ
、
御
信
仰
旧
時
二
変
ラ
セ
給
ハ
ス
、
爾
束
星
霜
ヲ
経
ル
コ
ト
五
十
年
、
今
ヤ
宗
祖
円
光
大
師
七
百
年
忌
ヲ
修
ス
ル
ニ
丁
リ
、
殿
下
御
先
代
ノ
御
遺
徳
ヲ
継
紹
皿遊
ハ
サ
セ
ラ
レ
、
我
古
爪
祖
二
一
片
ノ
撚
香
ヲ
　賜
フ
ハ
、
一
ハ
以
テ
反
始
報
恩
ノ
賢
慮
二
協
ヒ
、
一
ハ
以
テ
賢
人
孝
子
ヲ
推
奨
シ
給
フ
ノ
途
ナ
ラ
ソ
歟
ト
恐
察
仕
候
、
仰
キ
願
ク
ハ
、
殿
下
深
高
ノ
御
賢
慮
ヲ
以
テ
、
来
ル
三
月
一
日
ヨ
リ
七
日
マ
テ
、
及
四
月
十
九
日
ヨ
リ
ニ
十
五
日
の
期
間
二
於
テ
、
当
山
二
御
台
臨
御
聴
許
ノ
義
ヲ
、
閣
下
ヨ
リ
言
上
ア
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
請
願
仕
候
、
恐
惶
謹
言
、
明
治
四
十
四
年
月
日
華
頂
山
知
恩
院
門
跡
大
僧
正
山
下
現
有
華
頂
官
家
人
田
$
-
寿
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郎
殿
明
照
大
師
嘉
号
請
願
考
一
六
五

